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＜連絡事項＞
・南寿の郷スタッフの子供がインフルエンザ罹患。感染予防徹底して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～発熱なく、食事も自力で全量摂取出来ている為点滴は中止となる。服薬本日より開始となる。
・若松　澄子様～点滴3日分処方となる。食事は中止、内服は出来そうであれば誤嚥に注意して行うようにとの事。水曜日田中Dr診察依頼して下さい。
・高橋　末吉様～明日より経管栄養（2－1－2）へ増量となる。内服は精神症状の悪化無いため中止のまま様子観察となる。
・松川　順子様～食事取れている為明日より点滴中止となる。また、明日薬剤調整予定。

・高柳　和子様～ピコスルファートNa1本処方。
・谷口　隆良様～ピコスルファートNa1本処方。
・藤井　孝蔵様～発熱続いている為抗生剤1日分処方となる。
＜入室状況＞
・田村　真紀子様～西病棟へ転出となる。
・久喜　つき様～南病棟へ転出となる。
・千葉　恒義様～八戸市民病院へ転院となる。
・見付　幸一様～東合併症室から東B2号室へ転室となる。
・澤口　利香様～10/10(木)西病棟Bユニットへ転出予定。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。その後は落ち着く事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。午前2時間、午後1時間の開放観察開始している。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善
できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・小笠原　久年様～幻聴に関する訴えやそれに左右された行動はない。自室で臥床して過ごす。
・袴田　将志様～独語や唐突に妄想様言動あるが眼光の鋭さや表情の硬さはない。過度な飲水要求もない。
・上野　正志様～痰鳴あり、吸引施行している。バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下は無い。酸素3Ｌ継続中。疎通も取れている。
・小向　静江様～体温38.1℃。クーリングにて対応。腹痛や右下肢痛、頭痛等疼痛の訴え頻回に聞かれている。食事は全量摂取している。体動できず介助要求聞かれている。
・楢山　金藏様～便失禁した際の介入に一時的に大声をあげ易怒性あり。それ以外は穏やかに過ごす。
・和田　昌様～バイタルサイン異常無し。食事も自力で全量摂取出来ている。ふらつきなく歩行も出来ている。

・藤井　孝蔵様～体温38.3℃、クーリング継続中。他バイタルサイン異常無し。CZ-Hiも全量摂取出来ており活気あり。
・見付　幸一様～解熱しておりバイタルサイン異常無し。経管栄養トラブル無く施行。両上肢や両足背の浮腫は著変なし。傾眠傾向。
・繁名　和恵様～嘔気の訴えあり残食している。また、便からシンナーの臭いがする、パンがかび臭く感じた、舌がビリビリする、排水溝から虫が出てきた等身体不調や妄想的発言聞かれている。説明にもややしつこさ見られている。朝と夕の体重が約2kg増加見られているため隠れ飲水の疑いあり、注意してみていく。
・若松　澄子様～泡沫状の唾液見られており吸引施行し黄色粘稠痰多量に除去している。体温37.8℃でクーリング継続。酸素3Lで酸素飽和度の97％。声掛けに反応無いが吸引に抵抗は見られている。
・高橋　末吉様～10:00酸素飽和度99％のため酸素止めて様子観察している。以後も低下無く経過。バイタルサイン異常無し。痰鳴あり適宜吸引している。
＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬ブロチゾラム中止。トラゾドン（25）1T夕食後追加処方あり。
・小向　清志様～臨時薬変更なし。南病棟へ転出可、ENTへ向けて勧めていくよう指示あり。
・見付　幸一様～臨時薬変更なし。
・楢山　金藏様～臨時薬変更なし。
・中村　みね子様～臨時薬変更なし。ENTへ進めていくよう指示あり。
・佐々木　理佳様～臨時薬インヴェガ12mgから3mgへ減量。明日よりクロザリル（25）0.5T開始となる。
